
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９期足寄町高齢者保健福祉計画・ 

介護保険事業計画 
 

（素案概要版） 
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（人） 

１．人口推計 
足寄町の総人口は、毎年減少しており、令和８年度末では、 

５，７６３人と推計しています。 

また、６５歳以上の高齢者も徐々に減少していく見込みです。 

人口と高齢化率の推計 

２．要介護認定者 
現在、足寄町にはおよそ４５０人の要介護認定者がいます。 

今後、団塊の世代が７５歳を迎える令和７年度まで年々増加して

いく見込みで、第９期中に約４９１人と推計しています。 

 要介護認定者数の推計                 （単位：人） 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和２２度 

要支援１ ８１ ８７ ８８ ８８ ６７ 

要支援２ ４６ ４７ ５０ ５０ ３８ 

要介護１ １０５ １１１ １１５ １１５ ８９ 

要介護２ ７０ ７４ ７８ ７８ ６０ 

要介護３ ４１ ４３ ４２ ４２ ３６ 

要介護４ ７４ ７９ ８１ ８１ ６５ 

要介護５ ３４ ３５ ３７ ３７ ３１ 

合  計 ４５１ ４７６ ４９１ ４９１ ３８６ 

1号被保険者数に 

おける認定者の割合 
１７．３８％ １８．６６％ １９．５９％ １９．９７％ ２１．２２％ 



 ２ 

３．重点的取り組み 

 今後３年間に重点的に取り組む事項です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９期計画 

①高齢者の積極的な社会参加・生きがいづくりの推進 

②在宅福祉サービスの充実 

③住みよい環境づくりの推進 
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⑤高齢者の権利擁護制度の推進 

⑥介護予防・生活支援の推進 

④認知症施策の推進 



 ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧介護保険事業の適正な運営 

⑨介護人材の確保及び資質の向上 

⑦地域包括ケアシステム 

（医療と介護、保健、福祉連携システム）の深化・推進 



 ５ 

４．第９期介護保険料の試算について 
（令和５年１２月時点での試算ですので、今後、国の介護報酬改定等により変動する可能性があります。） 

 

各市町村で決定する介護保険料は３年ごとに見直しとなります。 

足寄町も第９期計画期間の３か年の介護保険サービス見込量を推計し、必要となる介護

保険料を算出しました。 

足寄町の第８期（令和３～令和５年度）の介護保険料基準月額は５，７５０円でしたが、

第９期（令和６～８年度）もそのまま据え置き５，７５０円を見込んでいます。 

また、今後の介護給付費の増加を見据え、第１号被保険者間での所得再配分機能を強化

し、高所得者の乗率を引上げ、低所得者の保険料上昇を抑制するため、所得段階を１３段

階とする予定です。 

必要な介護サービスの整備を行いつつ、介護を受ける方がこれ以上増えないよう、健康

づくりや介護予防・重度化防止に努め、介護保険料の上昇抑制を図っていきます。 

 

令和６～８年度介護保険料の見直し例（令和５年１２月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行制度 

次期制度（予定） 

(1.7) (1.9) (2.3) (2.1) (2.4) 

 

 

第４段階 

0.83 


